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ひ
さ
び
さ
に
妻
と
二
人
で
観
し
シ
ネ
マ｢

老
後
の
資
金
が
あ
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ま
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朗

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

   
  　

　
　

   

　
　
　
　
　
　
　

始
め
て
の｢

い
ぶ
り
が
っ
こ｣
は
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烈
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薪
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香
り
と
秋
田
を
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清
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び
ん

あ
し
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否
こ
よ
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ふ
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齢
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ぶ
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保
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大
岸
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起
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イ
カ
ズ
チ
が
招
く
車
軸
の
雨
降
り
て
梅
雨
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終
わ
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を
野
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小
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で
見
る
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梅
雨
明
け
て
二
度
の
子
育
て
無
事
終
わ
る
並
ぶ
子
つ
ば
め
青
空
の
な
か

小
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敏
子

　
　

           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
盆
の
水
棚
作
り
四
苦
八
苦
檜
の
葉
っ
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で
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ゆ

伝
え
た
し
戦
前
戦
後
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あ
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語
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部
逝
き
て
昭
和
は
遠
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森
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幸
美

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

優
し
い
母
の
夢
を
見
た
台
所
で
背
中
を
ま
る
め
て
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
る   

岡
本　

初
美

　
　
　カ

ナ
カ
ナ
の
鳴
く
夕
方
に
通
り
雨
今
年
も
夏
が
ま
た
一
つ
行
く

小
野
川
裕
三

き
の
さ
き
ゆ　
　
　

城
崎
湯
柳
の
下
で
手
を
つ
な
ぐ
傘
寿
の
恋
路
六
一
学
ぶ

中
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和
人
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か
ぜ

昔
日
は
幼
な
じ
み
の
友
と
吾
蛍
追
い
か
け
小
橋
を
渡
る

春　
　
　

風

　

◆
と
さ
や
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ア
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

我
が
道
は
果
て
な
き
道
で
前
に
あ
り
咲
く
も
枯
れ
る
も
花
と
共
に

青　
　
　

竹

常
日
頃
歩
け
ぬ
母
を
気
遣
い
て
多
く
語
ら
ず
寄
り
添
い
く
れ
る 
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朝
早
く
眠
り
を
妨
げ
懸
命
に
蝉
鳴
き
よ
り
て
暑
さ
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す
な
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朝
採
り
の
飾
る
間
も
な
く
甘
き
び
の
待
ち
わ
び
し
客
倍
買
い
と
な
る 

 
 

八
王
子
小
太
郎

　

◆
高
知
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
◆

                                                                                                            

　
　

　
　
　
　
　

ま
ど
ふ
な
く
睡
り
に
お
ち
て
ゆ
く
時
の
仕
合
せ
感
と
す
こ
し
の
不
安

佐
竹　

玲
子

                           
                             　

　

     　
　

                              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
緑
が
き
れ
い
と
言
え
ば
し
ん
り
ょ
く
と
い
う
木
は
ど
れ
か
と
問
う
わ
が
一
年
生

佐
々
木
真
里
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｢

普
通
の
人
で
す｣

嗚
呼
い
い
で
す
ね
そ
の
言
葉
大
谷
選
手
に
大
き
な
拍
手

吉
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悦
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生
ま
れ
た
て
の
指
先
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ス
イ
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も
宇
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の
形
に
縦
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ま
の
あ
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定
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ユ
ニ
コ
ー
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駈
け
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来
そ
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な
湖
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秋
の
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更
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満
月
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映
る

小
松　
　

當

白
き
船
セ
ー
ヌ
川
ゆ
く
そ
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ぞ
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の
国
旗
う
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振
る
人
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せ
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安
子

　

◆
韮
生
短
歌
会
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巣
立
ち
た
る
燕
は
時
折
連
な
り
て
白
き
胸
毛
の
育
ち
光
れ
り

武
内　

弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

く
ち
な
し
の
香
の
ふ
ん
は
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追
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の
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に
立
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す
る
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じ
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せ
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男
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サ
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偲
ぶ
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典
子

　
　

  　
　
　
　
　
　

   　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

病
院
の
待
合
室
で
短
歌
詠
む
手
術
ま
ち
で
も
ペ
ン
を
離
さ
ず

溝
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龍
泉

　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
歩
道
い
い
香
り
し
て
振
り
返
る
そ
こ
に
蜜
柑
の
花
ひ
っ
そ
り
と

𠮷
川　

恵
樹

　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

国
会
に
こ
の
人
あ
り
き
と
思
う
人
紙
面
を
汚
し
政
治
不
信
に

原　
　

恭
子

【
短

歌
】

　
　

広
報
委
員
会　

選

　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

掲
載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
７
８
２－
８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

５
３－

５
９
５
８

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

※香美市から木のギフトを受

　け取られた皆さんからのご

　感想、写真を募集していま

　す。投稿者の氏名、写真、

　写真に映っている方の名前

　(ペンネームで構いません)

　と感想を、下のメールアド

　レスまでお送りください。

かなたくん

　木の動物の形がとても可愛い

です。子どもが、おもちゃを口

に入れることが多いので、木の

おもちゃは安心して遊ばせるこ

とができます。

か
～
み
ぃ
ち
ゃ
ん

市
立
図
書
館

私
のおス

スメ

『水車小屋のネネ』
 (毎日新聞出版)

   　　  　津村 記久子　著

１８歳と８歳の姉妹がた
どり着いた町で出会ったし
ゃべる鳥“ネネ”。水車小
屋に暮らすネネを通して、
登場人物各々が前向きな生
き方を見出していきます。
物語の舞台１９８０年代のヒ
ット曲も多数登場し、懐か
しさ満載。

本
以
上
を
収
録
）

　

野
菜
作
り
は
も
ち
ろ
ん
、
上

手
な
畝
立
て
、
草
刈
り
の
コ
ツ

か
ら
、
農
作
業
に
便
利
な
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
、
ナ
ス
の
ジ
ャ
ム
の

作
り
方
、
腰
痛
予
防
体
操
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

③
記
事
や
目
次
で
の
検
索

　

テ
ー
マ
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

内
容
の
記
事
探
し
が
可
能
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
目
的
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
場
合
は
「
目
次
検

索
」
、
検
索
の
言
葉
が
思
い
つ

か
な
い
場
合
は
「
検
索
用
語

集
」
か
ら
言
葉
を
選
択
で
き
ま

す
。

④
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
大
活

躍
の
「
し
ら
べ
学
習
館
」

「
し
ら
べ
学
習
館
」
は
、
自
由

ボランティア（山田おはなしの会）

町田 由岐子さんのオススメ

か
み
ー
る
で
「
ル
ー
ラ
ル
電
子

図
書
館
」
ス
タ
ー
ト

　

ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
と
は
、

一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化

協
会
（
農
文
協
）
が
運
営
す
る

「
有
料
・
会
員
制
の
農
業
情
報

提
供
サ
イ
ト
」
で
す
。
か
み
ー

る
で
は
、
９
月
１
日
（
日
）
か

ら
本
格
稼
働
し
ま
す
。
家
庭
菜

園
の
困
り
ご
と
か
ら
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
ま
で
、
幅
広
い
情
報
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
４
つ
の
機
能
】

①
７
０
０
冊
以
上
の
本

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡
単
に
、
病

害
虫
情
報
や
栽
培
方
法
を
検
索

で
き
ま
す
。

②
野
菜
作
り
・
畑
づ
く
り
の
ビ

デ
オ
（
14
ジ
ャ
ン
ル
１
３
０
０

研
究
な
ど
の
宿
題
に
便
利
な
検

索
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

　

動
画
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、

自
由
研
究
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
利
用
で
き
ま

す
。

【
利
用
方
法
】

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

際
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
司
書
ま

で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

※

ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
は
、
か
み

ー
る
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
香
北
分

館
・
物
部
分
館
で
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

【
印
刷
サ
ー
ビ
ス
】

　

印
刷
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

司
書
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

（
白
黒
・
カ
ラ
ー
印
刷
可
能
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

☎
53
・
０
３
０
１

う
ね


